
し
ま
す
。
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第
六
十
三
号

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
会
の
皆
様
方
に
は
、
新
し
い
年
を
迎
え
ら

れ
て
良
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
役
員
の
方
々
に
種
々
町
会
行

事
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
飛
木
稲
荷
神
社
の
四
年
に
一
度

の
「
大
祭
行
事
」
で
大
変
ご
苦
労
や
ご
奉
仕

を
賜
り
、ま
た
、年
末
の　
「
歳
末
特
別
警
戒
」

に
は
、
寒
中
の
中
、
町
内
巡
視
を
賜
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
本
所
北
部
連
合
町
会
の
「
合
同

防
火
防
災
訓
練
」
が
隅
田
公
園
で
開
催
予
定

で
す
。

　

飛
木
稲
荷
神
社
「
例
祭
」
の
年
に
あ
た
り
、

そ
の
期
間
が
九
月
十
二
日
（
土
）
〜
十
三
日

（
日
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
準
備
を
的

確
に
執
行
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
切
に
は
、
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
お
よ
び
東

武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
ソ
ラ
マ
チ
の
開
業

二
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
予
想
以
上
に
多
数

の
来
場
者
が
全
国
か
ら
お
見
え
に
な
り
、
大

盛
況
で
大
変
お
め
で
た
い
こ
と
で
す
。
地
元

町
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
ご
同
慶
に
堪
え
ま

せ
ん
。

　

本
年
も
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
し
て
、
町
会
運
営
を
楽

し
く
や
り
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

大
橋
由
明

大橋町会長題字

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
会
の
皆
様
に
は
、
廃
品
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
も
昨
年
同

様
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

婦
人
会
で
は
、
毎
年
恒
例
の
新
年
会
の
お
食
事

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
店
は
京
島
に
あ
る

「
大
仙
」
で
す
。
お
肉
や
野
菜
の
鉄
板
焼
き
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
お
好
み
焼
き
や
も
ん
じ
ゃ
焼

き
等
、
途
中
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
を
す
る
ほ
ど
、

た
く
さ
ん
の
お
料
理
が
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
食

事
の
間
に
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
り
、
参

加
人
数
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
楽
し
く
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
当
日
は
強
い
北
風
が
吹
き
、
と
て

も
寒
い
日
で
し
た
が
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
明
け
早
々
に
「
子
供
１
１
０
番
（
防
犯
シ
ス

テ
ム
）
見
直
し
の
お
願
い
」
の
回
覧
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
プ
レ
ー
ト
の
掲
示
が
見
当
た
ら
な

い
二
十
六
世
帯
の
お
宅
・
店
舗
に
は
直
接
確
認

を
と
ら
せ
て
頂
き
（
全
五
十
五
世
帯
の
登
録
）、

今
回
二
十
世
帯
強
の
退
会
の
手
続
き
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
ご
協
力
を

頂
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
継
続
し
て
掲
示
頂
け
る
ご
家
庭
・
店

舗
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
も
プ
レ
ー
ト
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
な
目
で
ど
の
小
学
校
に
通

う
子
ど
も
達
も
見
守
っ
て
頂
け
た
ら
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

古
山
　
統
子

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

峯
岸
　
久
美
子

【

婦

人

会

】
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婦
人
会
会
員
募
集

　

婦
人
会
で
は
い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
お

近
く
の
役
員
ま
た
は
峯
岸
ま
で
お
声
を
お
か
け
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【

Ｏ

Ｓ

Ｔ

】

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

押
仲
す
こ
や
か
チ
ー
ム
会
員
の
皆
さ
ん
、
今
年

も
頑
張
っ
て
元
気
で
楽
し
い
一
年
を
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
ね
。
又
、
今
年
の
春
に
は
会
員
の

皆
さ
ん
が
積
み
重
ね
た
努
力
で
設
立
二
十
周
年

を
迎
え
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
役
員
一
同
が

す
ば
ら
し
い
計
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

時
に
は
町
会
の
方
、
婦
人
会
、
子
供
会
の
皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
の
成
人
祝
い
は
二
名
、
一
月
十
二
日
の
成

人
の
日
に
町
内
会
よ
り
祝
い
金
を
、
届
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【

福

利

厚

生

部

】

【

防

火

防

災

部

】

　

平
成
二
十
七
年
二
月
三
日
（
火
）
十
八
時
三
十

分
よ
り
墨
田
区
業
平
小
学
校
一
階
図
書
室
に
て
、

業
平
小
学
校
地
域
防
災
情
報
連
絡
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
今
回
は
押
一
仲
町
会
が
当
番
で
大
橋
町

会
長
が
連
絡
会
本
部
長
と
し
て
臨
ま
れ
ま
す
。

　

当
日
は
墨
田
区
、
本
所
警
察
、
本
所
消
防
署
、

業
平
町
学
校
、
地
域
町
会
関
係
者
含
め
て
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
々
の
ご
参
加

を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ
と

を
目
標
に
、
町
会
・
自
治
会
を
単
位
と
し
た
住
民

防
災
組
織
が
自
主
的
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
住
民
防
災
組
織
は
、
町
ぐ
る
み
で
協
力
し
合

い
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
に
、
防
災
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【

住

民

防

災

組

織

】

　

大
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
各
町
会
や
自
治
会

【
地
域
防
災
活
動
拠
点
会
議
】

の
住
民
防
災
組
織
が
小
学
校
の
学
区
域
単
位
で
集

ま
り
、
災
害
時
の
避
難
所
と
も
な
る
小
学
校
を
拠

点
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
区
の
災
害
対
策
本
部
な
ど

の
活
動
に
協
力
す
る
ほ
か
、
避
難
所
運
営
に
お
け

る
事
実
上
の
住
民
自
主
組
織
と
な
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
会
議
を
開
催
し
、
地
域
の
防
災
対

策
を
検
討
す
る
な
ど
意
思
の
疎
通
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

【

防

災

訓

練

】

　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
日
（
日
）
押
上
一

丁
目
町
会
と
押
上
一
丁
目
仲
町
会
と
合
同
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
先
日
も
栃
木
県
が
発
生

源
と
な
り
ま
し
た
震
度
四
の
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

日
頃
の
防
災
訓
練
に
よ
り
地
震
、
洪
水
な
ど

か
ら
如
何
に
自
身
の
命
を
守
る
方
法
を
勉
強
す

る
良
い
機
会
で
し
た
。、
町
会
会
員
の
皆
様
方
の

ご
参
加
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
催
の
内
容
は
以
下
の
通
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
日
時:  

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
日（
日
） 

訓
練
場
所: 

押
上
一
丁
目
三
十
七
番
三
号

 

マ
コ
ト
ビ
ル
横

九
時
〜 

訓
練
開
会
式 

挨
拶

訓
　
練
　
内
　
容

（
小
梅
消
防
署
お
よ
び
消
防
団
の
指
導
協
力
の
も

と
、
三
班
に
分
か
れ
て
班
交
代
で
輪
番
訓
練
、

号
笛
合
図
で
交
代
）

九
時
十
分
〜 

初
期
消
火
訓
練　

三
角
バ
ケ
ツ
、 

 

ク
ン
レ
ン
ダ
、
消
火
器
に
よ
る 

 

初
期
消
火
訓
練

十
時
三
十
分
〜 

救
助
訓
練

 

町
会
備
え
付
け
の
簡
易
救
助
器 

 

具
等
を
活
用
し
た
救
助
訓
練

 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
取
り
扱
い

十
一
時
〜 

訓
練
閉
会
式

大仙にて
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の
様
相
が
す
っ
か
り
変
わ
り
ま
し
た
（
向
島
請
地

町
・
押
上
町
・
中
ノ
郷
町
・
須
崎
町
を
除
い
て
）。

現
在
の
水
戸
街
道
・
浅
草
通
り
・
言
問
通
り
・
小

梅
通
り
・
桜
橋
通
り
・
旧
山
口
ガ
ー
デ
ン
通
り
等

は
こ
の
区
画
整
理
に
よ
り
出
来
ま
し
た
。
隅
田
川

に
架
か
る
言
問
橋
も
こ
の
時
（
昭
和
五
年
）
に
同

時
に
で
き
ま
し
た
。
現
在
の
墨
田
区
内
の
道
路
地

図
は
こ
の
頃
に
確
定
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
地
図
で
「
押
上
一
丁
目
仲
町
会
」
は
旧
向

島
請
地
町
で
あ
っ
た
こ
と
、
隣
接
す
る
「
押
上
一

丁
目
町
会
」
が
旧
向
島
押
上
町
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
り
ま
す
。
同
じ
押
上
一
丁
目
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
鎮
守
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ
飛
木
稲
荷
神
社・

牛
島
神
社
と
異
な
る
の
は
、
前
述
の
通
り
旧
町
名

の
区
分
に
よ
り
ま
す
。
北
十
間
川
南
側
の
旧
押
上

町
と
旧
柳
島
元
町
の
地
名
は
新
た
に
「
業
平
橋
」

に
な
り
ま
し
た
。

　

二
年
後
の
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
東
京

府
は
東
京
都
に
改
め
ら
れ
東
京
都
本
所
区
向
島
請

地
町
に
変
わ
り
ま
し
た

　

交
通
機
関
は
、
東
武
鉄
道
が
浅
草
（
松
屋
）
ま

で
開
通
し
、
以
前
の
駅
名
で
あ
る
浅
草
駅
は
「
業

平
橋
駅
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
押
上
の
大

踏
切
際
に
「
請
地
駅
（
東
武
と
京
成
の
乗
換
駅
）」

が
、そ
し
て
業
平
橋
駅
と
終
点
浅
草
駅
の
間
に「
隅

田
公
園
駅
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

都
電
（
当
時
は
市
電
）
は
、
大
正
年
間
に
浅
草

通
り
に
押
上
経
由
で
柳
島
車
庫
〜
須
田
町
間
（
24

番
）
及
び
柳
島
車
庫
〜
月
島
間
（
23
番
）
が
開
通

し
ま
し
た
。
昭
和
に
な
り
本
所
吾
妻
橋
で
分
岐
し

水
戸
街
道
に
向
島
須
崎
町
〜
須
田
町
間
（
30
番
）

が
開
通
し
ま
し
た

水戸街道

曳舟川

押上駅

言問通り

　

図
⑤
は
、
六
〇
年
前
の
一
九
五
六
（
昭
和

三
一
）
年
当
時
の
「
区
分
地
図
・
墨
田
区
」
か
ら

抜
粋
し
た
押
上
・
向
島
界
隈
の
地
図
で
す
。

　

七
〇
年
前
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
三
月

一
〇
日
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
、
本
所
区
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
近
く
の
家
屋
を
焼
失
し
ま
し
た
が
、
こ

の
頃
は
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
か
ら
始
ま
っ

た
神
武
景
気
と
呼
ば
れ
た
好
景
気
の
時
代
で
、
戦

後
の
復
興
が
加
速
を
始
め
た
時
期
で
す
。

　

六
七
年
前
の
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
年
）
に
本

所
区
と
向
島
区
が
合
併
し
東
京
都
「
墨
田
区
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
押
上
一
丁
目
仲
町
会
の
町
名
表

示
は
ま
だ
戦
前
と
同
じ
向
島
請
地
町
で
す
。ま
た
、

隣
接
す
る
東
側
の
町
は
吾
嬬
町
西
一
及
び
二
丁
目

（
旧
向
島
区
）
で
す
。

　

京
成
橋
北
側
正
面
に
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
京
成
の

終
点
「
押
上
駅
」
駅
舎
が
あ
り
ま
し
た
。
東
武
の

隅
田
公
園
駅
・
請
地
駅
、
京
成
の
請
地
駅
は
終
戦

後
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
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未
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
架
け
替
え
て
、
益
々

一
年
が
経
つ
の
が
早
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
一
年
の
間
に
は
色
々
な
事

が
起
き
る
も
の
で
、
世
間
に
は
驚
い
た
り
呆
れ

た
り
理
解
不
能
で
あ
っ
た
り
と
次
々
に
出
来
事

が
起
き
て
、
話
題
に
困
り
ま
せ
ん
。

　

子
供
の
頃
、
周
囲
の
大
人
達
か
ら
「
あ
ん
な

大
人
に
な
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
」
と
散
々
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
大
人
達
の
想
い
が
分
か

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
反
面
教
師
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
正
に
色
々
な
教
え
を
含
ん

で
い
る
も
の
で
す
。

　

名
前
ば
か
り
の
観
光
地
で
す
が
、
通
行
人
に
限

ら
ず
住
民
も
増
え
て
益
々
人
混
み
が
酷
く
な
っ

て
い
る
の
に
、
地
域
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
無
い

の
で
、
ど
こ
か
に
無
理
が
生
じ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
悪
い
方
向
に
行
か
な
い
よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
平
穏
な
一
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
が
、
は
た
し
て
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

【

編

集

後

記

 

】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横

井

正

男

　
図
③
は
約
一
〇
〇
年
前
の
一
九
一
二
（
明
治

四
五
）
年
に
発
行
し
た
東
京
市
全
図
か
ら
本
所

区
北
部
を
抜
粋
し
ま
し
た
。
明
治
二
一
年
に
東

京
市
が
誕
生
し
東
京
府
東
京
市
本
所
区
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
に
十
間
川
北
側
の
向
島
須
崎

町
・
向
島
小
梅
町
・
向
島
請
地
町
・
向
島
押
上

町
等
が
新
た
に
本
所
区
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

本
所
区
と
東
京
府
南
葛
飾
郡
吾
嬬
村
の
境
界
は

古
川
（
旧
コ
ヤ
マ
脇
の
細
い
道
）
で
す
。

　

押
上
界
隈
の
初
め
て
の
交
通
機
関
が

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
開
通
し
た
東
武

鉄
道
で
す
。浅
草
停
車
場（
現
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
）

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
東
武
鉄
道
の
幹

線
は
北
千
住
〜
亀
戸
間
で
、
曳
舟
〜
浅
草
間
は

支
線
で
し
た
。
そ
の
後
、
亀
戸
か
ら
先
へ
の
延

長
の
見
通
し
が
な
く
な
り
、
現
在
は
逆
転
し
て

曳
舟
〜
亀
戸
間
が
支
線
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
図
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
京
成
電
鉄

は
押
上
〜
柴
又
間
が
こ
の
年
の
一
九
一
二
年
に

開
通
し
ま
し
た
。
一
〇
〇
年
前
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
頃
の
道
は
昔
の
ま
ま
で
、
曳
舟
川
通
り

（
地
図
に
は
「
曳
舟
通
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）

以
外
の
主
要
道
路
は
な
く
、
曲
が
り
く
ね
っ
た

細
い
道
の
み
で
し
た
。

　

ま
た
こ
の
頃
、
隅
田
川
に
架
か
っ
て
い
た
こ

の
界
隈
の
橋
は
、
大
川
橋
（
現
吾
妻
橋
）
の
み

で
、
言
問
橋
も
桜
橋
も
ま
だ
架
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
だ
「
竹
屋
の
渡
し
」
や
「
寺
島
の
渡
し
」

等
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

二
．
地
図
に
見
る
押
上
界
隈
の
変
遷
　
そ
の
二

　

図
④
は
、
約
七
三
年
前
の
一
九
四
一
（
昭
和

一
六
）年
発
行
の「
大
東
京
三
五
区
地
図
本
所
区
」

か
ら
そ
の
北
部
を
抜
粋
ま
し
た
。

　

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
に
よ
り
、
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
本
所

区
は
復
興
事
業
の
区
画
整
理
が
進
み
、
昭
和
五

年
に
は
道
路
は
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
な
り
地
図

次
号
に
続
く

浅
草
駅

北十間川

曳舟川

古
川

竹屋の渡し

図④

図③

　

小
梅
消
防
署
お
よ
び
消
防
団
の
協
力
の
下
、

押
上
一
丁
目
、
押
仲
一
丁
目
町
会
の
合
同
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
多
数
の
町
会
会
員

の
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
防
災
訓
練
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
ス
タ

ン
ド
パ
イ
プ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
、

操
作
方
法
に
つ
い
て
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

曳舟川

押上駅

請地駅

浅草通り

言問通り

水戸街道

隅
田
公
園
駅

言問橋

図④

図⑤

小梅消防署の挨拶

AED使用法の訓練

消防訓練参加会員者


